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”
江
戸
時
代
の
電
気
療
法
Ｉ
伊
藤
慎
蔵
譲
本

日
本
の
電
気
に
つ
い
て
の
記
載
は
後
藤
梨
春
の
紅
毛
談
二

七
六
五
）
が
始
め
て
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
平
賀
源
内
は
破

損
し
た
摩
擦
起
電
機
を
手
に
入
れ
、
紅
毛
談
を
参
考
に
今
に
残

る
エ
レ
キ
テ
ル
を
完
成
さ
せ
た
二
七
七
六
）
。
一
八
三
六
年
没

の
橋
本
宗
吉
（
曇
斎
）
は
「
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
」
で
電
気
を

用
い
た
医
療
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
石
坂
空
洞
の
内
服
同
功

初
編
（
一
八
五
七
）
に
は
越
暦
的
兒
法
・
附
器
械
製
造
図
解
が

あ
り
、
二
編
（
一
八
五
九
）
に
は
、
瓦
爾
發
尼
斯
樛
私
法
（
ガ

ル
ハ
ニ
ス
ミ
ュ
ム
）
と
し
て
多
く
の
図
譜
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

機
械
は
日
本
で
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
佐
久
間
象

山
は
電
気
治
療
器
を
製
作
し
、
実
際
に
治
療
に
用
い
た
と
い
う

（
一
八
六
○
）
。
江
戸
時
代
に
我
が
国
で
も
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
こ
と
は
医
療
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

『
改
正
磁
石
霊
震
気
療
説
」
に
つ
い
て渡
部
幹
夫

順
天
堂
大
学
医
療
看
護
学
部

る
。
明
治
十
四
年
出
版
佐
藤
英
白
訳
『
華
氏
電
気
療
法
」
で
も

電
気
治
療
の
効
果
の
記
述
は
原
書
の
翻
訳
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

今
回
は
伊
藤
愼
蔵
が
一
八
六
七
年
に
課
出
し
た
「
改
正
磁
石
霊

震
気
療
説
」
と
、
江
戸
末
期
の
電
気
療
法
に
考
察
を
加
え
る
。

伊
藤
慎
蔵
二
八
二
六
～
一
八
八
○
）
に
つ
い
て
は
古
西
義

麿
の
評
伝
が
あ
る
。
長
州
の
生
ま
れ
で
二
七
歳
に
て
適
塾
の
塾

頭
を
勤
め
、
一
八
五
四
年
の
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
軍

艦
ヂ
ィ
ァ
ナ
号
の
大
阪
沖
乗
り
入
れ
時
に
は
通
訳
に
当
た
っ
た

と
い
う
。
越
前
大
野
の
洋
学
館
の
蘭
学
教
師
と
し
て
招
か
れ
名

声
が
高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
名
塩
に
て
蘭
学
塾
を
開
き
、
明

治
以
降
に
は
兵
庫
県
の
神
戸
洋
学
伝
習
所
教
授
職
、
そ
の
後
文

部
大
助
教
を
勤
め
た
。
長
儂
丈
夫
は
「
不
遇
の
蘭
学
者
伊
藤

慎
蔵
」
と
し
て
い
る
。
古
西
に
よ
れ
ば
大
野
時
代
に
藩
命
に
て

航
海
術
に
関
す
る
「
腿
風
新
話
」
（
原
書
は
函
の
己
昌

国
邑
冒
四
○
頁
冒
且
①
ロ
扁
圏
蘭
訳
書
か
ら
和
訳
）
、
『
築
城
全

書
」
（
原
書
は
①
ン
・
く
自
【
①
詩
菖
胃
扇
念
蘭
書
）
を
訳
述
し

て
い
る
。
そ
の
後
『
筆
算
提
要
」
と
『
改
正
磁
石
霊
震
気
療
法
」

を
訳
し
て
い
る
。
領
域
は
気
象
航
海
術
・
土
木
工
学
・
数
学
・

電
気
医
療
と
多
彩
で
あ
る
。
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述
べ
て
い
る
。

『
改
正
磁
石
霊
震
気
療
法
」
は
千
八
百
五
十
四
年
八
月
朔
官
許

伊
藤
慎
君
独
讓
と
記
さ
れ
、
刊
行
は
一
八
六
七
年
で
あ
る
。
本

書
中
の
凡
例
に
よ
れ
ば
磁
石
は
「
マ
グ
子
－
ト
」
霊
震
気
は

「
エ
レ
キ
テ
リ
シ
テ
イ
ト
」
で
あ
る
。
原
典
の
手
が
か
り
は
巻
末

に
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
、
ア
ル
チ
、
ス
ト
リ
ー
ト
、
百
五
十
一
番

二
於
い
て
官
医
デ
、
ヂ
、
ギ
リ
ー
ン
誌
す
と
あ
る
。
し
か
し

原
典
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
挿
図
は
二
十
図
で
あ
り
、

原
典
か
ら
の
翻
刻
と
見
ら
れ
る
。
十
五
年
後
に
発
行
さ
れ
た

『
華
氏
電
気
療
法
」
の
図
に
比
較
す
る
と
著
し
く
小
さ
い
。

明
治
三
七
年
自
ら
『
電
気
療
法
」
を
著
し
て
い
る
富
士
川
勝

も
昭
和
十
六
年
刊
行
「
日
本
医
学
史
」
に
、
内
服
同
功
よ
り

「
世
未
ダ
試
用
多
カ
ラ
ズ
、
人
或
ハ
創
見
ヲ
怪
シ
ム
モ
ノ
ァ
ラ
ン
、

広
ク
高
明
ノ
君
子
一
一
試
験
ヲ
翼
ワ
ン
ト
ス
」
を
引
用
し
江
戸
末

期
の
電
気
療
法
の
実
際
と
し
て
い
る
。

加
藤
木
重
教
は
大
正
七
年
の
『
日
本
電
気
事
業
発
達
史
』
で

医
学
上
に
於
け
る
電
気
応
用
の
一
班
と
し
て
「
総
て
医
療
器
械

は
理
屈
一
偏
に
て
は
行
か
ず
、
精
神
作
用
に
及
ぼ
す
点
の
考
慮

を
要
し
患
者
に
快
感
を
興
ふ
る
事
に
注
意
せ
ざ
る
可
ら
ず
」
と

江
戸
科
学
古
典
叢
書
の
更
レ
キ
テ
ル
全
書
」
（
昭
和
五
三
年
）

で
菊
池
俊
彦
は
、
日
本
の
電
気
理
解
を
「
正
負
の
電
気
現
象
が

そ
っ
く
り
陰
陽
の
理
に
転
用
さ
れ
そ
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
材

料
と
さ
れ
、
曇
斎
の
後
は
簡
単
な
検
電
器
さ
え
入
っ
て
来
て
い

な
い
し
、
静
電
気
の
数
量
的
研
究
と
い
う
よ
う
な
萌
芽
は
見
出

し
え
な
い
。
エ
レ
キ
テ
ル
が
医
療
器
と
し
て
万
能
で
な
い
と
わ

か
れ
ば
多
く
の
蘭
学
者
の
関
心
は
離
れ
て
い
っ
た
。
蘭
学
者
の

本
業
は
医
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
の
な
い
こ
と
を
研
究
す
る

余
裕
も
な
い
。
化
学
・
物
理
も
医
学
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

基
礎
科
学
よ
り
も
科
学
技
術
の
と
り
い
れ
が
急
が
れ
た
江
戸

末
期
・
明
治
に
お
い
て
、
伊
藤
諄
本
や
佐
藤
訳
本
が
ア
メ
リ
カ

で
出
版
さ
れ
た
原
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
の
日

本
が
医
学
の
導
入
を
ド
イ
ツ
か
ら
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

日
本
の
電
気
に
よ
る
治
療
の
歴
史
に
断
続
性
を
も
た
ら
し
た
よ

う
に
思
え
る
○


